










研究目的 

 近年のわが国の新生児死亡率の改善は目ざましく、世界で 1,2を争う低率となっている。

この輝かしい成績は、わが国の医療及び保健のレベルの高いことを示すものであるが、特

に新生児集中治療施設(Neonatal Intensive Care Unit;NICU)の貢献が極めて大きいことが

明らかにされてきている。 

 しかしながら、わが国に於て NICU と呼ばれている施設の多くは社会保険上のNICU とし

て認められた施設ではなく、今日もなお小児科医や看護婦、更には技師などの犠牲の上に

行われているのが現状である。 

 一方、新生児死亡率は確実に低下してきたものの、重症児の救命例についての検討は未

だ十分にはなされていない。新生児救急医療システムの確立には、死亡率のみではなく、

システムに於て取り扱う重症新生児に関する検討が重要であり、また後障害無き救命を目

指して退院後の継続的なケアの体制の確立が望まれる。 

 今日までに個々の施設における死亡統計などの成積は数多く報告されており、各施設の

活躍ぶりが示されているものの、NICU への収容基準、救急情報システム、NICU 退院後の継

続的ケアと保健所などの地域の施設との協力体制については殆ど検討されていない。 

 そこで本研究班においては、先ず初年度の研究として、NICU に収容さるべき新生児の基

準設定に資するを目的として、文献収集と共に各研究協力者の施設において NICUに収容さ

れた対象児についての実情調査を行い、問題点を提起した。 


